
１．瀧本市長の今後４年間の市政運営について、施策の全体像と、何が重点施策なのか

お聞かせください。

２．井原市内の土砂災害警戒区域等に何世帯の方がお住まいなのか。そし

て、行政としてこの方々の生命・財産を守る手だてをどう講じておられる

のか、その施策について詳細をお聞かせください。

３．「コミューン（商品名）」は、難聴の方への聞こえを改善するスピー

カーです。これを市が購入し、必要な窓口に設置したり、難聴の児童・生

徒がいる学校に設置してはどうですか。

４．現在「紙おしめ」と「尿とりパッド」の２点が助成対象になっている井原市福祉基

金助成事業の「紙おしめ利用券」の助成対象の拡大と助成額を増額してはどうですか。

５．リフレッシュ公園内の芝生公園に「あずまや」を建設してはどうですか。

６．「足腰が弱くなって「井原あいあいバス」に乗るのが大変難しいので、お金がたく

さんいるけれども仕方なくタクシーを利用している。何とかバスを利用しやすいように

してほしい」という高齢者の声をよく聞きます。

このように利用したくても乗る時点で敬遠される状況が生まれています。このことを

まず改善し、一人でも多く利用していただくことを考えてはどうですか。

また、車両更新時に乗り降りが比較的楽な低床バスにするということも考える必要が

あるのではないでしょうか。

７．国土交通省が最近進めようとしているのが、住宅リフォームのやり方としてＤＩＹ

（Ｄo Ｉt Ｙourself）型空き家改修事業です。

この方式は、現在の住宅リフォーム補助制度より柔軟で新しい面も含んだ内容であり

ます。この方式を採り入れた新たな補助金制度を創設し、一人でも多くの人が井原市に

転入・定住し、人口増につながるようにしてはどうでしょうか。
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この「後援会ニュース」は、森本ふみお市議の
ブログ（http://m.okajcp.com）でも見ることができます。

後援会ニュース

９月２９日から始まる井原市議会９月定例会で、森本市議は下記７項目の質問を

行います。この度の質問で平成元年６月議会以降連続１０２回目の質問になります。

１年前の９月議会
で質問する森本市
議（井原放送より）



ご意見・ご要望および情報をお気軽にお聞かせください。

森本ふみお後援会ニュースＮｏ１３８ ２０１４年(平成２６年)９月２０日

日本共産党はこう考えます
しんぶん赤旗
９月１３日付

「主張」より

大企業中心の財界団体、経団連（榊原定征（さだゆき）会長）が企業献金への関与を再開し、会員
の企業や業界団体に献金を促すことを正式に決定しました。財界の「通信簿」として悪名が高かった
政党への政策評価も再開します。財界が政党の政策を採点し企業献金の額を左右するなど、「政策を
金で買う」行為そのものです。もともと企業献金は金権腐敗の温床であり、直ちに廃止すべきです。
企業献金を受け取る自民党の谷垣禎一幹事長は「呼びかけはありがたい」といっていますが、うさん
くさい金を出す側も貰（もら）う側も責任を免れません。

「政策を金で買う」行為

企業献金への関与再開にあたっての経団連の発表は、「民主政治を適切に維持していくためには相
応のコストが不可欠」であり、企業献金は「企業の社会貢献の一環として重要性を有する」と主張し
ています。企業献金が数々の金権腐敗事件を引き起こし、規制と禁止が国民世論になり、関与を中止
した経緯を無視した、開き直りです。

企業が政党や政治家に政治資金を提供する企業献金は、ボランティアへの資金提供やお祭りの寄付
のような「社会貢献」とは違います。政治の主人公は国民であり、政治資金の提供も参政権を持つ国
民の権利です。企業は主権者でない以上参政権はなく、その企業が献金し、金にものをいわせて政治
を牛耳れば、国民の政治参加を邪魔することにしかなりません。

それでなくても利益が目的の企業の献金は、献金に見合う利益が上がらなければ経営者が株主から
責任を追及され、利益に結びつけば贈収賄の罪にも問われます。まさに金権腐敗政治の温床です。献
金の総額が規制され、政治家個人への献金が禁止されるようになったのもそのた
めです。経団連の献金関与の再開は、金権腐敗政治を促進しようというのか。

経団連が政党の政策を評価し企業に献金を促せば、献金がクリーンになると経
団連はいいたいようですが、経団連が気に入った政党には献金を集中するのは文
字通り「政策を金で買う」行為です。個々の企業の献金より悪質ともいえます。
企業献金が財界の望む政治の見返りであることが公然化するだけで、クリーンとは無縁です。

経団連は献金への関与再開を決めた前々日、来年度税制改正についての提言を発表し、来年１０月
からの消費税の増税を「着実に」おこなうことや、法人実効税率を来年度まず２％引き下げることな
どを要求しました。こうした財界本位の政治に熱心な政党にはたくさん献金させるというのは、まさ
に財界の政治支配そのものです。

企業献金受けぬ党こそ

経団連の企業献金関与の再開に対し、自民党本部で９日、
榊原会長らと会った谷垣幹事長が「自発的な政治寄付の呼
びかけは大変ありがたい」と発言したのは見過ごしにでき
ません。度重なる金権腐敗事件にもかかわらず、自民党は
いまだに企業献金を受け取り続け、禁止された政治家個人
への献金も「政党支部」の名目で受け取っています。経団
連の献金を「ありがたい」というのは、金権腐敗政治を一
掃する気がない証明です。

日本共産党は企業献金も税金で賄う政党助成金も１円も
受け取りません｡企業献金を全廃してこそ､財界と腐れ縁の
ない国民本位の政治が実行できるのは明らかです。

経団連の献金関与

出す側・貰う側 責任問われる

森本市議の無料なんでも

生 活 相 談
と き 毎週火曜日 午前１０時～１２時

ところ 共産党市議事務所 井原町103

でんわ ６２－６２００ (党市議事務所)

６２－６０６１ (森本ふみお宅)

これまで月曜日だった「生活相談」
日を２０１４年８月から火曜日に変
更させていただきました。


